
 
 

 
２０２０．1．１７ ＜計１枚＞ 

京都大学記者クラブ加盟社 各位                       

立命館大学広報課    

立命館大学中東・イスラーム研究センターは、1 月 25 日（土）、立命館大学国際地域研究所と共催

で、「紛争を生きる ジャーナリストが見た戦時下の中東」を開催いたします。 

中東地域は内戦による混乱や不安定な情勢が続いており、日本でも報道を通じて中東の紛争に関す

る情報を目にすることは珍しくありません。しかしそのために、その場所に生きる人々は「紛争の被害者」と

して等閑視される傾向があり、彼らが日々何を考え、何に幸せを感じ、何を望む、どういった人々であるの

かを知ることは、より困難になっています。 

本講演会では、中東・イスラーム地域で果敢に取材を続ける二人のジャーナリストに登壇いただき、IS

侵略下での生活をはじめ、紛争地の生活の様子を語っていただくとともに、そこで出会った人々の声をご

紹介いただきます。 

講演者の一人、玉本 英子氏は、20 年以上にわたる中東地域を中心とした取材活動を通じて、「戦火

に苦しむ女性や子供の視点に立った一貫した姿勢」が評価され、第 54 回ギャラクシー賞報道活動部門

優秀賞を受賞されました。もう一人の講演者であるイタリア人ジャーナリストの Francesca Borri(フランチェ

スカ ボッリ)氏は、人権擁護の分野において、バルカン半島、イスラエル、パレスチナを中心とした中東地

域で活動した経験を持ち、執筆した記事は世界 24 カ国語に翻訳されています。 

 

【立命館大学中東・イスラーム研究センター】 

2019 年 10 月開設。学際性を特長とする総合的な中東・イスラーム研究を推進。 
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日 時： 2020 年 1 月 25 日（土）13：30～17：00 

場 所： 京都経済センター 大会議室 6－C 

（京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町 78 番地） 

内  容： 13 時 35 分 玉本 英子氏 講演 

14 時 35 分 フランチェスカ ボッリ氏 講演 

16 時 05 分 玉本・ボッリ両氏による対談 

総合司会・コメンテーター 鳥山 純子（立命館大学国際関係学部准教授） 

使用言語： 日本語（一部イタリア語通訳あり） 

入 場 料： 無料   

事前申込： 不要 （定員 105 人）※当日の入場状況によって、入場の制限をさせていただく場合があ

ります 

主 催： 立命館大学中東・イスラーム研究センター、立命館大学国際地域研究所、 

科研費・新学術領域研究「グローバル関係学」計画研究 B02        

 以上 

 
●取材・内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学衣笠リサーチオフィス 担当：岡本・福野 TEL.075-465-8224 

日伊女性ジャーナリスト講演会 

「紛争を生きる ジャーナリストが見た戦時下の中東」開催 

日時： 2020 年 1 月 25 日（土）13：30～17：00 

場所： 京都経済センター 大会議室 6－C 

 


